
大山和子さん

清山玲さん

６月２７日～２８日、茨城県水戸市にて第
５３回医療研究全国集会ｉｎ茨城が開催さ
れ、全国から約３００人が参加。会場入口で
は水戸市のマスコットキャラクターみと
ちゃんが出迎え、参加者を笑顔にしてい
ました。
１日目の全体会では、記念講演と基調
フォーラムで日本の社会保障の課題と展
望を学び、２日目は１２の専門分科会と動
く分科会に分かれ研究発表や議論を行
い、今後の運動に活かすための実践を交
流しました。

第
53
回
医
療
研
究
全
国
集
会

は
、
水
戸
工
業
高
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
部
に
よ
る
華
や
か
な
演
奏
で
開

幕
。
医
療
研
究
全
国
集
会
組
織
委

員
会
の
佐
々
木
悦
子
組
織
委
員
長

は
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
社
会
保

障
が
削
減
さ
れ
続
け
る
情
勢
に
触

れ
な
が
ら
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
、

人
権
が
守
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を

訴
え
ま
し
た
。
現
地
実
行
委
員
長

の
大
山
和
子
茨
城
県
医
労
連
執
行

委
員
長
は
「
医
療
・
介
護
は
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
源
。
私

た
ち
医
療
労
働
者
自
身
も
地
域
住

民
と
手
を
取
り
、
地
域
づ
く
り
に

携
わ
る
こ
と
が
大
切
」
と
述
べ
、

茨
城
の
魅
力
も
紹
介
し
な
が
ら
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
働
き
方

記
念
講
演
は
、
茨
城
大
学
人
文

社
会
科
学
部
の
清
山
玲
教
授
に
よ

る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
で
日
本
の

社
会
保
障
を
考
え
る
」
と
題
し
た

講
演
で
し
た
。
清
山
さ
ん
は
、
誰

も
が
幸
せ
に
生
涯
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
頼
れ
る
福
祉
国
家
の
実
現
に

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
が
重
要
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
高
い
就
業
率
と

安
定
し
た
雇
用
が
不
可
欠
と
述
べ

ま
し
た
。
そ
し
て
女
性
が
経
済
的

に
自
立
し
担
税
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
構
造
に
す
る
に
は
、
医
療
福

祉
制
度
の
改
革
や
働
き
方
の

見
直
し
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

で
幸
せ
に
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
社

会
政
策
研
究
の
視
点
か
ら
、

憲
法
は
国
家
を
縛
る
も
の
で

あ
る
は
ず
が
、
自
民
党
の
改
憲
草

案
24
条
に
新
設
さ
れ
た
家
族
の
助

け
合
い
を
義
務
付
け
る
文
言
は
、

国
民
を
縛
る
も
の
だ
と
指
摘
。
あ

ら
ゆ
る
責
任
を
親
族
間
に
担
わ
せ

る
内
容
に
つ
い
て
、
生
活
保
護
制

度
を
例
に
危
険
性
を
訴
え
ま
し

た
。最
後
に
、働
き
方
を
セ
ー
ブ
さ

せ
る「
年
収
の
壁
」を
無
く
し
、
労

働
意
欲
を
上
げ
る
制
度
設
計
が
大

事
だ
と
述
べ
、医
療
・
介
護
は
様
々

な
人
た
ち
の
活
躍
を
支
え
る
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
医
療
福

祉
職
場
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
あ

る
こ
と
が
必
須
と
強
調
。
労
働
運

動
の
力
で
住
民
や
国
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
い
い
職
場
を
作
っ
て

ほ
し
い
と
激
励
を
述
べ
ま
し
た
。

垣
根
を
超
え
て
語
る

基
調
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
「
2
0

4
0
年
に
向
け
た
新
た
な
地
域
医

療
構
想
は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

現
場
に
何
を
も
た
ら
す
か
」
を
テ

ー
マ
に
開
か
れ
ま
し
た
。
長
友
薫

輝
佛
教
大
学
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
加
賀

美
理
帆
茨
城
民
医
連
会
長
・
城
南

病
院
医
師
、
簾
内
信
之
翠
清
福
祉

会
専
務
理
事
、
安
本
真
理
子
茨
城

県
厚
生
連
労
組
書
記
次
長
・
全
厚

労
医
療
研
前
委
員
長
が
登
壇
し
、

報
告
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
医
療
介
護
の
供
給
量
を
減
ら

し
、
需
要
が
矮
小
化
さ
せ
ら
れ
る

現
状
に
つ
い
て
加
賀
美
さ
ん
は
、

医
療
や
介
護
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
担

保
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
当

事
者
た
ち
と
共
に
声
を
上
げ
る
重

要
性
を
提
起
。
簾
内
さ
ん
は
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
が
、
望

む
サ
ー
ビ
ス
に
到
達
し
て
い
な
い

と
指
摘
。
地
域
住
民
と
率
直
に
問

題
を
や
り
取
り
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
と
述
べ
ま
し
た
。
安
本
さ
ん

は
、
そ
の
地
域
で
成
り
立
つ
医
療

提
供
体
制
を
組
め
る
よ
う
な
政
策

に
変
え
る
運
動
を
、
地
域
住
民
と

と
も
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

述
べ
ま
し
た
。感
想
交
流
で
は
、い

の
ち
・
人
権
が
守
ら
れ
る
社
会
の

実
現
の
た
め
に
、
職
種
や
立
場
の

垣
根
を
超
え
て
対
話
し
な
が
ら
、

地
域
を
守
る
運
動
を
す
す
め
て
い

く
必
要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
に
向
け
て

全
体
会
の
閉
会
に
あ
た
り
藤
田

周
茨
城
県
医
労
連
書
記
長
は
、
Ａ

Ｉ
が
重
宝
さ
れ
る
時
勢
で
あ
っ
て

も
、
世
の
中
の
問
題
を
解
決
す
る

術
は
肉
体
を
持
つ
人
間
が
集
団
で

動
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
労
働

組
合
運
動
の
実
践
そ
の
も
の
だ
と

強
調
。
平
和
で
生
を
全
う
で
き
る

社
会
の
た
め
に
、
私
た
ち
の
実
践

を
議
論
・
共
有
し
、
次
回
の
医
療

研
で
実
践
の
続
き
を
持
ち
寄
ろ
う

と
、
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

BlueBeginners は、ステ
ューデントジャズフェスティ
バル2026優秀賞を受賞する実
力派。海外公演もこなし、地
元で大人気のバンドです。

半
年
前
、沖
縄
・

辺
野
古
新
基
地
建

設
の
現
場
を
見
ま

し
た
。
工
事
の
音

し
か
聞
こ
え
な
い

漁
港
に
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
が
2
台
。
本

土
か
ら
来
た
修
学
旅
行
の
高
校
生

が
ち
ょ
う
ど
出
発
す
る
場
面
で
し

た
。
高
校
生
た
ち
が
笑
顔
で
大
き

く
手
を
振
っ
て
見
送
り
に
応
え
て

い
る
の
を
見
て
、
高
校
生
た
ち
が

こ
こ
で
何
を
感
じ
取
っ
た
の
か
、

知
り
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た

▼
数
カ
月
後
、
同
じ
く
平
和
学
習

に
訪
れ
た
高
校
生
が
船
の
転
覆
事

故
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
人
間
の

尊
厳
を
学
ぶ
平
和
学
習
で
尊
い
命

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
胸

が
締
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
で
す
。

事
故
を
口
実
に
、
政
府
と
反
共
右

派
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
新
基
地
建
設

反
対
運
動
と
玉
城
デ
ニ
ー
県
政
へ

の
苛
烈
な
攻
撃
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
▼
政
府
あ
げ
て
の
総
攻
撃
は
、

政
府
の
安
全
保
障
政
策
の
矛
盾
が

集
中
す
る
辺
野
古
の
実
態
を
国
民

か
ら
遠
ざ
け
る
ば
か
り
か
、
旧
日

本
軍
が
住
民
に
犠
牲
を
強
い
た
沖

縄
戦
の
加
害
の
史
実
、
基
地
が
存

在
す
る
ゆ
え
に
多
発
す
る
米
軍
犯

罪
ま
で
も
覆
い
隠
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。
政
治
的
野
望
を
実
現
す
る

た
め
に
、
高
校
生
の
命
を
奪
っ
た

痛
ま
し
い
事
故
ま
で
も
利
用
す
る

高
市
政
権
に
心
の
底
か
ら
怒
り
を

覚
え
ま
す
▼
「
反
社
」
の
よ
う
な

連
中
に
政
治
を
担
い
続
け
さ
せ
て

は
い
け
な
い
。
ま
し
て
や
、
や
つ

ら
が
「
憲
法
」
に
触
れ
る
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
戦
争

か
平
和
か
、独
裁
か
民
主
主
義
か
。

日
本
が
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ

て
い
る
今
、
11
年
前
の
国
会
前
の

よ
う
な
熱
狂
を
再
び
と
、
奮
い
立

た
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

㏌
茨城

簾内信行さん

集
会
の
原
点
を
実
感

基調フォーラムの様子

第
53
回
医
療
研
究
全
国
集
会

安本真理子さん

藤田周さん

息
の
合
っ
た
司
会

息
の
合
っ
た
司
会司会は茨厚労土浦支部の看護師の先輩

・後輩コンビ。「慣れないスーツで緊
張した～」

全国から参加300人全国から参加300人

（
右
）堀
越
明
徳
さ
ん

（
左
）宇
留
野
正
志
さ
ん

茨
城
県
立
水
戸
工
業
高
等
学
校

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
部
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長友薫輝さん加賀美理帆さん
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日
本
医
労
連
本
部
で
は
、
6

月
30
日
に
「
夜
勤
規
制
・
大
幅

増
員
署
名
」
の
最
終
提
出
行
動

を
実
施
し
、
8
万
6
8
0
3
筆

を
国
会
に
提
出
。
3
月
の
対
政

府
中
央
行
動
で
の
署
名
提
出
分

と
合
わ
せ
て
、
2
0
2
5
年
度

は
合
計
約
13
万
筆
を
国
会
に
提

出
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
議
員
本

人
に
会
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
前
回
の
行
動
で
署

名
を
渡
せ
な
か
っ
た
議
員
11
名

の
事
務
所
を
訪
問
し
、
引
き
続

き
の
支
援
を
お
願
い
し
な
が
ら

署
名
を
手
渡
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
署
名
提
出
行
動
と
併

せ
て
26
春
闘
で
取
り
組
ん
だ

「
不
十
分
な
報
酬
改
定
の
見
直

し
を
求
め
る
団
体
署
名
」
「
同

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
」
「
2
0
2

6
春
ケ
ア
労
働
者
か
ら
の
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
、
財
務
省（
写

真
）
・
厚
労
省
に
提
出
（
内
閣

府
に
は
郵
送
）
し
ま
し
た
。

病院給食対策委員会は6月23日に厚労省に対して、①入院時食事
療養費②運営形態・不払残業・職場環境改善③人員配置基準④特別
食加算・追加料金を伴う特別メニュー⑤栄養相談室設置⑥災害時対
応⑦賃金改善・人員不足改善の7点を求め要請を行いました。
入院時食事療養費については、自己負担額が3年連続で増えてい

るため、病院で提供される食事は治療である観点をもって自己負担
額廃止も含めた対応を要請しました。
運営形態・職場環境改善では、委託が増えている現状から直営に

戻すことを求めました。委託されている現場では、そこで働く職員
のやりがいが失われることや、食材費を抑えるため委託業者が安価
な外国食材を使うなどの実態を伝え、このままでは安全な給食を提
供できなくなる恐れがあり、将来に向けた観点を持ってほしいと訴
えました。
特別食加算については、現在含まれていないアレルギー対応食を

加算に含めることを要望しました。
賃金改善・人員不足改善については、支援パッケージや報酬改定

では十分な賃金改善に至っていないこと、低すぎる賃金が人員不足
の一因になっていること、人員不足によってシフトが回せず前残業
の原因になっている等の実態を伝えました。人員不足によって勤務
間インターバルが確保できなくなる懸念もあり、早急に改善が必要
であると強く訴えました。
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選挙区
北海道10
秋田3
香川1
長崎1
宮崎1
宮崎2
鹿児島3
（比）東北
（比）北関東
（比）北関東
（比）東京
（比）東京
（比）南関東
（比）南関東
（比）南関東
（比）南関東
（比）北陸信越
（比）近畿
（比）中国
（比）四国
（比）九州

会派
中道
国民
中道
国民
中道
国民
中道
中道
共産
国民
国民
共産
共産
無
中道
中道
中道
共産
国民
国民
国民

氏名
神谷 裕
村岡 敏英
小川 淳也
西岡 秀子
渡辺 創
長友 慎治
野間 健
有田 芳生
塩川 鉄也
橋本 幹彦
高沢 一基
田村 智子
畑野 君枝
山本ジョージ
笠 浩史
早稲田 ゆき
菊田 真紀子
辰巳 孝太郎
鍋島 勢理
飯泉 嘉門
許斐 亮太郎

参議院
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選挙区
岩手
岩手
宮城
山形
山形
新潟
長野
長野
東京
東京

徳島・高知
愛媛
宮崎
鹿児島
沖縄
沖縄
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例

会派
立憲
立憲
立憲
民主
民主
立憲
立憲
立憲
共産
共産
立憲
無所属
立憲
無所属
沖縄
沖縄
共産
れ新
れ新
れ新
共産
共産
共産
れ新
共産
立憲
立憲
立憲

氏名
木戸口 英司
横沢 高徳
石垣 のりこ
芳賀 道也
舟山 康江
打越 さく良
杉尾 秀哉
羽田 次郎
吉良 よし子
山添 拓
広田 一
ながえ 孝子
山内 佳菜子
尾辻 朋実
伊波 洋一
高良 沙哉
岩渕 友
大島 九州男
奥田 ふみよ
木村 英子
小池 晃
白川 容子
大門 実紀史
天畠 大輔
仁比 聡平
福島 みずほ
森 ゆうこ
ラサール石井

「夜勤規制・大幅増員署名」
2025年度 合計約13万筆を提出
財務省・厚労省に団体署名、一言メッセージ等提出

安全、安心の食事提供求め
病院給食対策委員会が厚労省要請

要
請
の
様
子

２０２５年度紹介・賛同議員応諾一覧 ●紹介議員○賛同のみ

団体署名 1，246筆
オンライン署名 28，092筆
一言メッセージ 1，686通

26春闘取り組み提出数



（4）第1878号（毎月第2・4木曜日発行）医 療 労 働 者（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可2026年7月9日

今年は2年に1度の全国女性交流集会「サンバインオータム」の開催年です。第9
回目となる今年は静岡県で開催します。「しゃべれバ、食べれバ、学び行動すれバ」
の「サンバ」の取り組みを通じて交流し、女性協議会の運動をさらに力強く前進させ
るため、全国からの多くの参加を呼びかけます。

日 程：10月25日（日）14：00～26日（月）12：00（予定）

会 場：静岡県・御殿場高原「時之栖（ときのすみか）」

内 容：
〈1日目〉
・記念講演「働き続けられる医療・介護・福祉の職場を作るためには」（仮）

講師（オンライン）上野千鶴子さん（東京大学名誉教授）
・基調報告
・「医療・介護ではたらくみんなの川柳」表彰式など
〈2日目〉
・分科会
①動く分科会
ヤクルト工場見学、えびせんべいの里

②ハラスメントをなくす「第3者介入ワ
ークショップ」

③笑いヨガ
④ヨガ

※参加費・申込みフォーム等は決定次第、
発文書にてお知らせいたします。

2
0
2
6
年
の
最
低
賃
金
の
改

定
を
議
論
す
る
中
央
審
議
会
が
6

月
26
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
先
立
ち
、
全
労
連
・
国
民
春

闘
共
闘
委
員
会
は
6
月
25
日
、「
い

ま
す
ぐ
全
国
一
律
1
7
0
0
円
以

上
、
め
ざ
せ
2
0
0
0
円
」
を
求

め
て
第
4
次
最
賃
デ
ー
を
実
施

し
、
全
国
各
地
で
宣
伝
や
要
請
行

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

厚
労
省
前
で
は
、
全
労
連
・
黒

澤
幸
一
事
務
局
長
が
、
低
水
準
の

最
低
賃
金
に
急
激
な
物
価
高
が
襲

っ
て
お
り
、
物
価
分
だ
け
上
げ
て

も
暮
ら
し
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な

い
と
述
べ
、
大
幅
引
き
上
げ
や
地

域
間
格
差
を
解
消
す
る
全
国
一
律

制
へ
の
法
改
正
な
ど
を
強
く
訴
え

ま
し
た
。
日
本
医
労
連
の
米
沢
哲

書
記
長
は
、
審
議
会
で
「
事
業
所

に
無
理
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
か

ら
賃
上
げ
は
難
し
い
」
と
の
声
が

あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
そ
れ
な
ら

ば
労
働
者
に
は
無
理
を
強
い
て
い

い
の
か
、
労
働
者
の
生
活
が
立
ち

ゆ
か
な
く
な
れ
ば
、
患
者
・
利
用

者
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る

と
延
べ
、
全
国
一
律
制
と
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
を
訴
え
ま
し
た
。

6月23日に沖縄県南城市にある「社会福祉法人以和貴会・特別養護老人
ホーム朝日の家」で、上部団体を持たない組合を解散、同日に新組合の結
成大会を行い、沖縄県医労連に加盟することを参加者の全会一致で確認し
ました。
職場では人手不足の中で職員が休憩も満足にとれない、利用者への食事

介助も充分行えていない、休憩室もない状態でそのことを管理部に訴えて
も一向に解決せず意見を言うとボーナスが減らされるなどの見せしめ的な
行為も行われ、パワハラも横行していました。
若い職員が入ってきても低賃金で辞めていくなど、今の労働環境を何と

かしたいと思いながらも、要求書の作り方、団体交渉の持ち方など日常の
組合運営に困難を抱えていたことから沖縄県医労連に相談がありました。
働きやすい職場作りを目指して組合をもっと強くしていきたいとの思いか
ら旧組合を解散し、新たな決意で新「朝日の家労働組合」として医労連に
加盟しました。
結成大会には急な要請でしたが全国から多くのメッセージを頂きまし

た。ありがとうございました。結成大会の翌日には、賃金引き上げや増員
などの要求書を提出し7月中には第1回目の団体交渉を行う予定です。
今後ともよろしくお願い致します。

豪
雨
や
台
風
な
ど
自
然

災
害
が
続
い
て
い
ま
す
。

豪
雨
・
台
風
に
際
し
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
火
災
共
済
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
給
付

対
象
と
な
り
ま
す
。
給
付

申
請
の
た
め
に
は
、
被
災

直
後
の
加
入
者
自
身
の
初

期
対
応
が
と
て
も
大
切
で

す
。初

期
対
応
で
大
切
な
の

は
、
①
医
労
連
共
済
へ
の

報
告
（
住
宅
災
害
状
況
報

告
書
の
提
出
）
②
被
害
の

記
録
（
写
真
・
屋
根
な
ど

の
場
合
は
業
者
見
積
り
の

際
に
撮
影
を
依
頼
し
て
下

さ
い
）
③
罹
災
証
明
と
修

復
の
た
め
の
見
積
り
、
で

す
。
被
災
直
後
の
対
応
に

つ
い
て
周
知
を
お
願
い
し

ま
す
。

詳
細
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

風
水
害
の
給
付
は
、
実

損
額
で
は
な
く
、
被
害
に

応
じ
て
段
階
的
に
限
度
額

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
部
分
だ
け
で
な
く
、

経
年
劣
化
し
た
部
分
も
含

め
修
復
し
、
給
付
で
き
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
経
年
劣
化
に
よ
る
雨

漏
り
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。近

年
、
気
候
変
動
も
あ

り
台
風
被
害
も
増
え
て
い

ま
す
。
風
水
害
に
も
給
付

が
あ
る
火
災
共
済
加
入
で

備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

民
主
主
義
の
後
退
に
つ
な

が
る
議
員
削
減
を
許
す
な

「
日
本
国
民
は
、
正
当
に

選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る

代
表
者
を
通
じ
て
行
動
し
」

と
は
、
日
本
国
憲
法
の
前
文

の
一
節
で
す
。
国
会
議
員
の

数
は
民
主
主
義
に
直
結
し
ま

す
が
、
日
本
の
議
員
数
は
、

国
民
17
・
5
万
人
に
ひ
と
り

と
先
進
国
（
Ｇ
7
）
の
中
で

最
も
少
な
く
、
議
会
発
祥
の

国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
半
分

強
し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
の
国

会
議
員
の
定
数
を
削
減
す
る

法
案
が
今
国
会
に
提
出
さ

れ
、
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
削
減
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
は
、
少
数
政
党
に

と
っ
て
は
命
綱
で
あ
り
、
民

意
を
最
も
正
確
に
反
映
す
る

比
例
代
表
の
定
数
で
す
。
さ

ら
に
は
、
施
行
後
1
年
以
内

に
選
挙
制
度
協
議
会
で
結
論

が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
比
例

定
数
削
減
が
自
動
的
に
発
動

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
民
主
主
義
の
後
退
に
つ

な
が
る
議
員
削
減
を
、
数
の

力
で
押
し
進
め
る
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
の
惨
禍
に
つ
な
が
る

政
府
の
行
為
を
許
す
な

憲
法
前
文
の
続
き
に
は
、

「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再

び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ

と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と

を
決
意
し
」
と
も
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
先
史
時
代
は
い
ざ

知
ら
ず
、
戦
争
は
政
治
に
よ

っ
て
起
こ
さ
れ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
、
「
日
本
を
取
り
巻

く
安
全
保
障
環
境
の
変
化
」

を
理
由
に
急
速
に
軍
事
化
を

す
す
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
戦
争
の
準
備
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
日
本
母
親
大
会
の
第

一
回
大
会
で
は
、
結
成
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
ビ
キ
ニ
被

災
事
件
で
亡
く
な
っ
た
久
保

山
愛
吉
さ
ん
の
妻
・
す
ず
さ

ん
が
「
ほ
ん
と
う
の
母
の
愛

情
は
、
子
ど
も
を
守
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
戦
争
を
や

め
さ
せ
る
こ
と
で
す
」
と
訴

え
ま
し
た
。
戦
争
は
そ
の
準

備
の
過
程
で
も
大
切
な
人
を

奪
い
、
子
ど
も
た
ち
を
不
幸

に
す
る
残
忍
な
行
為
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
か
み
し

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自

維
政
権
の
下
で
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
、
武
器
輸
出
の

拡
大
な
ど
、
「
防
衛
」
に
名

を
借
り
た
「
軍
拡
」
が
加
速

し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た「
政

府
の
行
為
」
を
許
せ
ば
、
再

び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

信
頼
に
基
づ
く
平
和
の
確
立
を

さ
ら
に
前
文
で
は
「
平
和

を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と

信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら

の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ

う
」
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
他
国
と
の
信
頼
関

係
の
下
に
平
和
を
築
く
こ
と

を
憲
法
で
宣
言
し
、
自
ら
公

正
性
を
示
す
た
め
に
憲
法
9

条
で
戦
争
放
棄
を
う
た
っ
て

他
国
の
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て

き
ま
し
た
。
戦
後
80
年
に
わ

た
っ
て
戦
争
に
加
担
す
る
こ

と
な
く
、
ま
た
、
他
国
か
ら

の
侵
略
を
受
け
な
か
っ
た
の

は
、「
崇
高
な
理
想
と
目
的
」

を
達
成
し
よ
う
と
努
力
し
て

き
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
今
、
政
府
は
、
長
年
に

わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
そ
の

信
頼
を
投
げ
捨
て
、
抑
止
力

＝
軍
事
力
に
よ
る
平
和
を
築

く
と
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
れ
は
際
限
の
な
い
軍
拡
を

招
き
、
や
が
て
は
戦
争
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。以
前
、

麻
生
自
民
党
副
総
裁
は
「
強

い
抑
止
力
を
機
能
さ
せ
る
」

た
め
に
求
め
ら
れ
る
の
は

「
戦
う
覚
悟
」
だ
と
発
言
し

ま
し
た
。
ま
さ
に
、
抑
止
力

論
の
本
質
を
突
い
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

「
憲
法
ま
も
れ
」の
た
た
か

い
は
正
念
場

隣
国
を
敵
視
し
、
危
機
感

を
煽
っ
て
平
和
の
歯
止
め
を

次
々
と
塗
り
替
え
る
自
維
政

権
に
対
し
、
市
民
の
声
も
か

つ
て
な
く
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
各
地
で
は
、
ペ
ン
ラ
イ

ト
を
掲
げ
た
若
い
世
代
に
よ

る
新
し
い
運
動
の
流
れ
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
「
憲
法
ま

も
れ
」
が
正
念
場
の
今
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
何
を
す

べ
き
か
を
考
え
、
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
日
本
国
民
は
、
国
家

の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ

げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓

ふ
」

米
沢

哲

朝日の家労働組合

全国一律実施
いますぐ１７００円以上
めざせ２０００円

沖縄県医労連沖縄県医労連

憲法をまもる決意を全力で

厚
労
省
へ
訴
え
る
米
沢
哲
書
記
長

サンバインオータムに全国から集まろう

被災されたらまず報告を

しゃべれバ
食べれバ
学び行動

すれバ

全国女性集会 大
阪
医
労
連

最
低
賃
金

最
低
賃
金


